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龍谷大学 心の講座 in 奈良

龍谷大学 心の講座 in 東京

龍谷大学 心の講座 in 神戸

龍
谷
大
学 

心
の
講
座
in 
京
都

2016年11月20日（日） 会場：薬師寺

2017年6月24日（土） 会場：築地本願寺

2017年5月20日（土） 会場：本願寺神戸別院

講師：入澤　崇氏　龍谷大学 学長（2017年4月就任予定）
　　  西山明彦師　律宗 唐招提寺 長老
　　  狹川普文師　華厳宗 東大寺 別当
　　  村上太胤師　法相宗 薬師寺 管主
司会：滝田　栄氏　俳優・仏師

講師：李　相哲氏　龍谷大学社会学部教授
　　 村上太胤師　法相宗 薬師寺 管主

期
間
：
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0
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５
月
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年
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会
場
：
龍
谷
大
学
響
都
ホ
ー
ル 
校
友
会
館

龍谷大学校友会 『宮崎県支部』設立

２
０
１
６
年
度
龍
谷
賞　

第
31
回
全
国
支
部
長
会

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
＆
校
友
総
会
開
催
・・
２
面

Who's Who

・
歴
史
実
証
⑬
・
新
刊
紹
介
・
結
婚
お
め
で
と
う
・・
３
面

校
友
最
前
線
・
経
営
者
登
場
・
校
友
短
信
・・
４
面

海
外
で
活
躍
す
る
校
友
・
校
友
か
ら
の
便
り
・
龍
Ron
小
町
・・
5
面

各
学
部
同
窓
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
・・・・・・・・
6
面

地
域
支
部
・
サ
ー
ク
ル
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
・
支
部
総
会
ス
ケ
ジュー
ル
（
上
半
期
）・7
面

仏
教
に
学
ぶ
・
校
友
の
お
店
・・・・・
８
面

平常展「仏教の思想と文化 インドから日本へ」（第 1 期）
２０１7年7月1日（土）～8月27日（日）

次回予告

第25代専如門主　伝灯奉告法要記念
特別展「浄土真宗と本願寺の名宝ⅠⅠ」

― 守り伝える美とおしえ ―
　今春、西本願寺で修められる第25代専如門主 伝灯奉告法要

（第5期～ 10期）を記念して、浄土真宗本願寺派と本山 本願寺が
守り伝えてきた貴重な法宝物や華麗な王朝文化を彩る数多く
の文化財で構成する特別展です。本展では、江戸時代に活躍し
た第12代准如宗主以降の歴代宗主を紹介するとともに、東北や
北陸を含む各地の真宗美術や、国宝｢三十六人家集｣（37帖のう
ち9帖、西本願寺蔵）、同｢類聚古集｣（16帖のうち6帖、龍谷大学
図書館蔵）のほか、かつての法要の映像（昭和8年＝1933年の16
㍉フィルム）や関連資料などを合わせて約200件を展示します。
会期中に展示替えがあります。
　なお、国宝「安城御影（親鸞聖人影像）副本」（西本願寺蔵）が
5月24日から31日までの8日間、特別公開されます。

龍谷ミュージアム
無料ご優待券
期日：2018年3月31日（土）まで

（お一人様１回限り同伴者1名含め無料で
ご入館いただけます）

国宝「三十六人家集」37帖のうち『赤人集』
平安時代後期　西本願寺蔵

龍谷大学 心の講座 〜3年間の軌跡〜
京都から「心の発信を」… “龍谷大学の校友会らしさ”を届ける

※詳細は龍谷ミュージアム HP でご確認ください

　薬師寺の晋山式後に行われた講座は、聴講者はカッパ姿で臨
み、雨は終了するまで降り続きました。第 1 部は、日本画家の
千住博氏の講演で始まり、続いて奈良三大寺の本学卒業生、西
山明彦唐招提寺長老、狹川普文東大寺別当、そして村上太胤薬
師寺管主による 3 人のリレー法話。第 2 部は雅楽師の東儀秀樹
氏の演奏と、元宝塚歌劇団の上原まり氏の琵琶演奏。大講堂を
前に仏様の教えを聞く原始の光景そのままに、雨の中の講座は
3,000 人の記憶に残る心も潤う講座となりました。

　
「
龍
谷
大
学 

心
の
講
座
」
は
、

龍
谷
大
学
校
友
会
設
立
115
周
年

事
業
の一
環
と
し
て
２
０
１
４
年
度

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
龍
谷
大
学

ら
し
い
事
業
と
い
う
こ
と
で
、
京
都

か
ら
「
心
の
発
信
を
」
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
龍
谷

大
学
校
友
会
が
主
催
さ
れ
、
私
た

ち
京
都
市
支
部
も
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
師
は
、

校
友
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
フ
ル
に

活
用
し
、
現
在
、
ご
活
躍
の
本
学

校
友
と
各
界
の
著
名
人
と
い
う
２

部
構
成
で
行
い
ま
し
た
。
講
座
は

講
演
だ
け
で
な
く
、
２
０
１
５
年

度
に
は
壬
生
狂
言
「
土
蜘
蛛
」
や

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
民
族
舞
踊
・
楽
器
の

実
演
、
２
０
１
６
年
度
に
は
「
天

台
声
明
」
の
実
唱
を
行
う
な
ど
多

彩
な
事
業
と
な
り
ま
し
た
。
３
年

間
で
計
21
回
の
講
座
を
開
講
し
、

約
６
，５
０
０
人
も
の
多
く
の
校
友

や
一
般
の
皆
さ
ま
に
聴
講
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、「
心
の
講
座
」

は
、
京
都
会
場
（
龍
谷
大
学
響
都

ホ
ー
ル 

校
友
会
館
）
だ
け
で
な
く
、

全
国
で
も
開
催
し
て
欲
し
い
と
い

う
お
声
も
頂
戴
し
、
東
京
、
奈
良
、

大
阪
、
愛
知
、
広
島
、
熊
本
で
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
校
友
会
本
部

に
は
、
次
年
度
の
開
講
に
つ
い
て
お

千住博氏の講演を聴くカッパ姿の3,000人の聴衆

毎回、申込みは定員を超え、ホールは満席でした 「心の講座」受付の様子

　◆会　　期：2017年3月4日（土）～ 6月11日（日） 休館日＝3月6日・21日・27日、4月24日、5月8日・22日、6月5日
　◆開館時間：9:30 ～ 18:00（入館は17:30まで）
　◆入 館 料：一般1,200（1,000）円、高大生800（600）円、小中生400（300）円 （  ）内は20人以上の団体料金

　◆主　　催：龍谷大学 龍谷ミュージアム、浄土真宗本願寺派、本山 本願寺、読売新聞社
　◆問い合わせ：龍谷大学 龍谷ミュージアム 　TEL：075-351-2500　FAX：075-351-2577
　　　　　　　　　　　　　　　　          http：//museum.ryukoku.ac.jp/

京都市支部と校友会役員との記念写真。３年間、共に運営してきました

　龍谷ミュージアムは、建築として設計や施工が秀逸であり、地域社会への貢献が著しく、
文化性が高いことなどが評価され、昨年秋、優れた建築
物に贈られる ｢第 15 回公共建築賞（国土交通大臣表彰）｣
を受けました。本賞は、公共建築の総合的な水準の向上
に寄与することを目的とし、国土交通省と全国知事会など
の後援を得て、一年おきに表彰が行われています。

龍谷ミュージアムが第15回公共建築賞を受賞！

龍谷大学校友会HP→

　

２
０
１
４
年
度
か
ら
「
龍
谷
大
学
校
友
会
設
立
115
周
年
」
記
念
事

業
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
「
龍
谷
大
学 

心
の
講
座
」。
２
０
１
６
年

度
ま
で
の
３
年
間
で
「
龍
谷
大
学
響
都
ホ
ー
ル 

校
友
会
館
」
で
21
回

全
国
各
地
で
7
回
、
計
28
回
の
「
心
の
講
座
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
２
０
１
６
年
度
は
、
申
込
初
日
に
定
員
を
超
え
る
講
座
も
あ
り
、
そ

の
関
心
と
期
待
の
高
さ
か
ら
、「
龍
谷
大
学
校
友
会
」
ら
し
い
活
動
と

し
て
会
員
内
外
に
お
お
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　9月30日、宮
崎観光ホテルに
て龍谷大学校
友会宮崎県支
部を設立しまし
た。
　支部発足の
きっかけは、お
隣の県である鹿
児島県支部30
周年記念事業
の協力依頼でありました。「是非宮崎にも校友会を」という応援の声と共に支部発足の機運が
高まり、５月には本部の方 と々４人の発起人でスタート。県内各地域の皆様のご協力を頂いて、
約４か月で設立総会を迎えました。

　総会当日は 41 名の卒業生が集まり、総会内で弘中康之
宮崎県支部長が村上太胤校友会会長より支部旗を受け取り、
正式に支部発足となりました。
　参加者の中には女性会員も多く、祝賀会では、「早く女子
会がしたい！」と笑い声の絶えない賑やかな会となりました。
2014 年には龍谷大学校友会女子会「龍 Ron 小町」が発
足していますので、会員相互の交流はもちろんでありますが、
女性も集いやすい明るい会にしていきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　 （事務局長　岩切 圭一）女性会員も元気いっぱい！

尋
ね
が
あ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

形
式
は
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、是
非
、龍
谷
大
学
ら
し
い
「
心

の
講
座
」
の
よ
う
な
事
業
を
継
続

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

３
年
間
、
本
事
業
に
ご
支
援
を
賜

り
ま
し
た
関
係
各
位
に
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
京
都
市
支
部
長　

立
部 

祐
道
）

 〈連絡先変更のお届けなど〉

※いずれも詳細、申込みは校友会HPへ
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2016年度 龍谷賞 壬生寺貫主 松浦俊海さん

龍

谷

賞

龍
谷
奨
励
賞

龍
谷
奨
励
賞

龍
谷
特
別
賞

第27回龍谷賞贈呈式
奨励賞に井上雅博さんと大原拓さん　特別賞に寺尾文尚さん

律
宗
壬
生
寺
貫
主

松ま
つ

浦う
ら

俊し
ゅ
ん

海か
い

さ
ん

57
年　

文
学
部
卒
業

　

律
宗
総
本
山
唐
招
提
寺

の
第
85
世
長
老
を
経
て
、
現

在
は
自
坊
の
壬
生
寺
の
貫
主

を
勤
め
ら
れ
、
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財｢

壬
生
狂
言
」

の
継
承
発
展
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。
前
会
長
で
も
あ
っ

た
仏
教
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
年

京
都
市
内
の
大
学
で
仏
教
を

学
ぶ
留
学
生
を
顕
彰
し
奨
学

京
表
具
「
井
上
光
雅
堂
」

３
代
目

井い
の
う
え上
雅ま

さ
ひ
ろ博

さ
ん

98
年　

短
期
大
学
部
卒
業

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
番
組
部

チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

大お
お
は
ら原　
拓た

く

さ
ん

96
年　

文
学
部
卒
業

社
会
福
祉
法
人

ひ
と
は
福
祉
会 

理
事
長

寺て
ら

尾お

文ぶ
ん

尚し
ょ
う

さ
ん

69
年　

文
学
部
卒
業

　

京
都
国
立
博
物
館
内
の
国

宝
修
理
所
で
多
く
の
文
化
財

を
修
復
し
、
掛
け
軸
や
額
・

屏
風
・
衝
立
・
巻
物
の
新
調

や
修
復
を
手
が
け
た
初
代
、

京
の
伝
統
工
芸
師｢

京
の
名

工｣

と
し
て
表
彰
を
受
け
た

２
代
目
の
後
継
と
し
て
、
３

代
目
の
井
上
雅
博
氏
は
、
そ

の
匠
の
技
を
今
に
受
け
継
い

で
お
ら
れ
ま
す
。
近
年
は
日

本
画
家
や
書
家
・
現
代
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
の
共
同
制
作
に
も

精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
、
海

外
で
の
展
示
活
動
や
小
学
生

を
対
象
と
し
た
京
都
の
伝
統

工
芸
を
広
め
る
た
め
の
講
演

活
動
な
ど
も
積
極
的
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
さ
ら

な
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。 

　

龍
谷
大
学
卒
業
後
、
日
本

放
送
協
会（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）入
局
。

津
放
送
局
を
経
て
、
２
０
０
０

年
か
ら
ド
ラ
マ
番
組
部
に
所

属
。
主
な
演
出
作
品
に
は
、

連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
梅
ち
ゃ

ん
先
生
」、
大
河
ド
ラ
マ
「
軍

師
官
兵
衛
」
な
ど
が
あ
り
、

２
０
１
６
年
春
か
ら
放
送
さ

れ
た
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
と

と
姉
ち
ゃ
ん
」
で
は
、
チ
ー
フ

演
出
を
務
め
高
視
聴
率
を
記

録
さ
れ
ま
し
た
。
連
続
テ
レ

ビ
小
説
や
大
河
ド
ラ
マ
は
、
日

本
の
ド
ラ
マ
の
代
表
格
と
し
て

メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

る
な
ど
、
注
目
を
集
め
る
な

か
、
今
後
も
放
送
界
の
最
前

線
で
の
大
い
な
る
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

　

龍
谷
大
学
卒
業
後
、
障
が

い
者
施
設
に
就
職
し
、
知

的
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち

の
支
援
に
力
を
注
い
で
こ

ら
れ
ま
し
た
。
似
島
学
園

で
一
緒
に
勤
め
て
い
た
夫

人
と
、
障
が
い
者
施
設
の

設
立
へ
向
け
て
共
に
努
力

し
、
１
９
８
５
年
に
は
障

が
い
者
育
成
施
設
「
ひ
と

は
作
業
所
」を
設
立
。
以
降
、

順
次
充
実
し
た
施
設
へ
と

拡
大
し
、
生
活
支
援
施
設
、

生
活
介
護
施
設
、
就
労
継

続
支
援
施
設
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

相
談
支
援
と
広
範
囲
に
事

業
を
展
開
さ
れ
、
数
々
の

業
績
を
あ
げ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

　

昨
年
11
月
6
日
、
社
会
に
貢
献
し
顕
著

な
業
績
を
あ
げ
た
校
友
に
贈
ら
れ
る
「
第

27
回
龍
谷
賞
贈
呈
式
」
が
深
草
キ
ャ
ン
パ

ス
・
顕
真
館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
年
度
全
国
支
部

長
会
が
10
月
22
日
、
本
願
寺

広
島
別
院
共
命
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
。

　

海
外
３
支
部
を
含
む
40
支

部
か
ら
支
部
長
、
事
務
局
長

が
参
加
し
、
大
学
執
行
部
、

校
友
会
役
員
を
含
め
総
勢
100

名
で
の
会
と
な
っ
た
。

　

大
学
執
行
部
よ
り
大
学
の

近
況
報
告
が
あ
り
、
校
友
会

の
全
体
的
な
動
き
を
村
上
会

長
か
ら
、
そ
の
詳
細
を
３
部

会
長
か
ら
説
明
し
た
。
各
支

部
か
ら
も
積
極
的
な
意
見
や

質
問
が
あ
り
、
有
意
義
な
時

間
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
開
催
地

広
島
に
と
っ
て
特
別
な
日
│

広
島
カ
ー
プ
と
北
海
道
日
本

ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
日
本

シ
リ
ー
ズ
第
1
戦
が
広
島
で

開
催
さ
れ
た
。

　

全
国
支
部
長

会
の
懇
親
会
で

は
、
日
本
シ
リ

ー
ズ
第
1
戦
の

様
子
を
中
継
し

な
が
ら
、
例
年

と
は
ひ
と
味
違

う
懇
親
の
場
と

な
っ
た
。

　

大
学
か
ら
提

供
い
た
だ
い
た

龍
大
ブ
ラ
ン
ド

カ
ラ
ー
の
真
っ

赤
な
う
ち
わ
を

持
っ
て
撮
影
し

た
集
合
写
真

も
、
例
年
と
は

ち
が
う
活
気
あ

ふ
れ
る
1
枚
と

な
っ
た
。

金
を
贈
り
、
自
国
に
も
ど

っ
た
留
学
生
が
仏
教
の
種
を

蒔
き
、
仏
教
を
通
じ
て
世
界

平
和
に
貢
献
し
て
く
れ
る
こ

と
を
願
って
継
続
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
鑑
真
和
上
の
故

郷
中
国
で

も
寺
院
と
の

交
流
を
促

進
さ
れ
る
な

ど
、
そ
の
姿

は
龍
谷
大

学
生
の
目
標

で
あ
り
大

き
な
誇
り

と
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

　｢全国校友大会 in 大阪」（2016 年 3 月）に引き続き、広島でも多
くの校友に参加いただきました。
　「心の講座」では本願寺広島別院本堂に響く秋川雅史さんの声に
酔いしれ、その後の校友大会にも秋川さんが飛び入り参加していた
だき、大盛り上がり。くじ引き・ゲームでは、大学から提供された
卒業年代毎に当たる記念品を大切に持ち帰る校友の笑顔に、母校へ
の懐かしさがにじみ出ていました。

「龍谷大学 心の講座」と「校友大会」が
広島別院で開催

「全国校友大会ｉｎ広島」によせて
　昨年 10 月23日（日）、多数の校友会員が本願寺広島別院に相集い、

「全国校友大会 in 広島」が開催されました。「心の講座」をメインに秋
川雅史氏によるトークとミニコンサートがあり、テノール歌手誕生秘話や今
後の活動等について語られたり、「千の風になって」や「翼をください」
を熱唱され、参加された皆さんの心の中に「感動と生きる喜び」をいた
だきました。その後、開かれた交流会も校友会員同士が和やかな雰囲気
の中で親交をさらに深められていました。この会に俳優で仏師の滝田栄氏
も出席され、より一層盛り上がりました。これも校友会長をはじめ、事務局、
校友会員の皆様のご理解とご支援のお蔭だと思います。心より感謝申し
上げます。　　　（中国ブロック主幹支部　広島県支部長　神鳥　誠）

広
島
別
院
本
堂
に
て

今回の最多参加、1970年代卒業のみなさん 2000年代卒業のみなさん

第31回全国支部長会 開催

ホームカミング・デー
 ＆ 校友総会開催

現在、1,000人に満たない校友会Facebookへの「いいね！」ですが、
時には予想を超える反応をいただきます。「顕真館前の石畳は京都市電
の軌道石だった」という記事、学歌を作曲した山田耕筰にまつわる話や
深草キャンパスご近所の「天ぷら天えい」のことなど、懐かしいけど知
らなかったという情報に関心が高いようです。これからも校友や在学生
の活躍、参加できる催しなどをニュースの大小に関係なく随時発信して
まいりますので、応援をよろしくお願いいたします。（別紙参照）

Facebook「龍谷大学 校友会」を
ご存知ですか？

昨年 10 月 29 日（瀬田）と11 月 6 日（深草）
に行われたホームカミング・デーには、約 800
名の校友の方々がお越しくださいました。

校友総会では、115 周年記念事業や熊本
地震で被災された方へのお見舞いなどの報告
もあり、校友会活動の発展と活性化、引き続
き母校を盛り上げていくことを確認して終了し
ました。吹奏楽部とバトン・チアのライブには、
全国トップの迫力ある演奏と瑞 し々い演技に惜
しみない拍手が送られました。龍谷ミュージア
ム見学ツアーという初の試みにも50 名の参加
があり、和やかな雰囲気の中で旧交を温め、
母校の今をご覧いただき盛況のうちに終わりま
した。

今秋のホームカミング・デーは、10月28日
（土）と11月４日（土）の予定です。

校友会のホームページに新しいコンテンツが増えます。
①『龍谷大学の誇り』
校友会設立115周年を記念して発行された記念誌がデジタルブッ
ク化され、ホームページからご覧いただけるようになります。
②『校友の誇り』
各界で活躍されている卒業生を順次取り上げています。
学生時代のエピソードから今のお仕事など、興味深いお話は必見
です。
※2017年3月末に公開

「校友タウン情報」には校友のお店、会社、寺院など
日本全国に広がる卒業生の情報がどんどん増えていっています。
校友会ホームページをお楽しみください。
懐かしい人の活躍に出逢えるかもしれません。

※ホームページの画面はイメージです。

校友会ホームページに注目のコンテンツが次々と！
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豪
商
加
島
屋
を

知
っ
て
い
ま
す
か

　

大
坂
の
豪
商
加か

じ
ま
や

島
屋
を
知

っ
て
い
ま
す
か
。
こ
の
屋
号

を
こ
れ
ま
で
知
る
人
は
あ
ま

り
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
で
も
二
〇
一
五
年
度
下

半
期
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ

小
説「
あ
さ
が
来
た
」の「
加

野
屋
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た

豪
商
と
い
う
こ
と
で
、
番
組

の
人
気
上
昇
と
と
も
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
加
島
屋
が
西
本
願
寺

を
支
え
た
有
力
門
徒
で
あ
る

こ
と
は
知
ら
な
い
で
し
ょ

う
。

　

加
島
屋
初
代
教
西
は
大
坂

津
村
別
院
講
中
総
代
で
し

た
。
教
西
は
名
字
を
広
岡
、

仮け
み
ょ
う名
久
右
衛
門
（
代
々
襲

名
）、
諱

い
み
な

正
教
と
い
い
ま
し

た
。
加
島
屋
は
三
井
家
・
鴻

池
家
と
並
び
称
さ
れ
た
豪
商

で
し
た
。
正
教
は
寛
永
二
年

（
１
６
２
５
）に
大
坂
御
堂

（
津
村
別
院
）前
に
店
を
構

え
、
精
米
業
を
始
め
、
や
が

て
両
替
商
も
手
が
け
ま
す
。

　

四
代
目
喜
西
の
時
に
堂
島

米
年
寄
に
任
じ
ら
れ
、
諸
国

の
蔵
屋
敷
か
ら
米
を
独
占

的
に
買
う
権
利
を
与
え
ら

れ
、
大
名
貸
し
も
行
い
隆
盛

を
極
め
ま
す
。
天
保
七
年

（
１
８
３
６
）「
日
本
長
者
分

限
帳
」（
長
者
番
付
）
で
は
、

小
結
と
し
て
本
店
五
一
か

所
、
出
店
一
八
三
か
所
、
金

蔵
・
石
蔵
数
知
れ
ず
な
ど
と
、

そ
の
富
豪
ぶ
り
を
示
し
て
い

ま
す
。

　

明
治
新
政
府
へ
も
接
近

し
、
加
島
銀
行
の
創
設
や
、

明
治
三
十
五
年（
１
９
０
２
）

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社
の

初
代
社
長
に
就
任
す
る
な

シリーズ
龍谷大学の
歴史実証⓭

豪
商
加
島
屋
と
学
林

　
　
　
〜
廣
岡
浅
子
の
源
流
〜

ど
、
広
岡
財
閥
へ
と
発
展
し

て
い
き
ま
す
。

学
林
を
支
え
た

加
島
屋
を

知
っ
て
い
ま
す
か

　

加
島
屋
が
学
林
（
龍
谷
大

学
前
身
）
設
立
を
支
援
し
て

い
た
こ
と
は
、
な
お
さ
ら
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
宝
暦
元

年
（
１
７
５
１
）
学
林
が
講

堂
再
建
の
た
め
、
西に

し
の
と
う
い
ん

洞
院
裏

に
添
地
を
入
手
し
よ
う
と
し

た
時
、
対
象
地
の
町
人
と
立

ち
退
き
問
題
が
起
こ
っ
た
の

で
す
。
喜
西
は
地
代
（
買
収

費
）
銀
五
〇
枚
を
本
願
寺
へ

寄
付
し
、
町
人
へ
は
建
屋
引

料
（
引
越
し
料
）
銀
三
〇
枚

を
与
え
た
よ
う
で
す
。
翌
二

年
、喜
西
と
妻
妙
栄
は
厨
子
・

戸と
ち
ょ
う張
・
内（

打
敷
）敷
を
寄
進
し
て
い

ま
す
。

　

喜
西
は
、第
五
代
能の

う
け化（
学

林
の
最
高
責
任
者
）
義
教
へ

深
く
帰
依
し
た
よ
う
で
、
伝

え
る
と
こ
ろ
で
は
、
喜
西
は

義
教
が
能
登
か
ら
上
洛
す
る

時
、
近
江
守
山
や
高
宮
ま
で

迎
え
に
行
っ
た
と
い
い
ま

す
。
義
教
が
能
化
職
に
就
任

し
た
宝
暦
五
年（
１
７
５
５
）

六
月
以
後
、
加
島
屋
一
門
に

よ
る
学
林
へ
の
寄
進
が
頻
繁

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
そ

の
現
れ
で
し
ょ
う
。

　

宝
暦
六
年（
１
７
５
６
）に

は
、
妙
栄
が
鏧き

ん

・
鏧
台
・
花

瓶
な
ど
の
代
銀
三
一
八
匁

も
ん
め

三
分ぶ

を
、
喜
西
は
仏
具
新
調

代
不
足
銀
三
匁
五
分
を
各
寄

付
。翌
七
年（
１
７
５
７
）に
、

妙
栄
は
赤
地
錦
の
打
敷
や
中

央
卓
を
寄
付
。
ま
た
花
瓶
一

対
を
加
島
屋
安
兵
衞（
加
島

屋
関
係
者
）が
寄
付
し
て
い

ま
す
。
こ
の
花
瓶
と
思
わ
れ

る
も
の
が
、
現

在
龍
谷
大
学
宗

教
部
に
所
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
花
瓶
は
天

明
の
京
都
大
火

や
幕
末
の
元
治

の
大
火
も
く
ぐ

り
抜
け
、
今
に

伝
わ
っ
た
の
で

す
。
お
そ
ら
く

災
害
時
に
避
難

さ
せ
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
が
、
花
瓶
こ
そ
が

学
林
の
長
い
歴
史
を
見
つ
め

て
き
た
の
で
す
。

学
林
は

女
性
が
支
え
た
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
か

　

学
林
は
こ
の
よ
う
に
喜
西

と
と
も
に
妻
妙
栄
に
よ
り
支

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た

喜
西
妹
と
考
え
ら
れ
る
栄
薫

は「
諸
堂
重
修
施
主
」＝
重
ね

て
諸
堂
を
修
理
し
た
施
主
と

本
願
寺
史
料
研
究
所
　
上
級
研
究
員
　
大
喜
　
直
彦

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
学
林
維
持
に
は
女
性
の
役

割
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
。

　
「
あ
さ
が
来
た
」主
人
公
の

モ
デ
ル
廣
岡
浅
子
は
明
治
に

な
り
女
子
大
学
を
設
立
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
百
年

以
上
前
に
、
加
島
屋
の
女
性

は
龍
谷
大
学
の
設
立
に
寄
与

し
て
い
た
の
で
す
。

♠
♥
は
校
友
同
士
の
結
婚

　

 

氏
名　
　

   

卒
年   

式
月
日

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
申
込
み
は
、
お
電
話
、
メ
ー
ル
、

F
A
X
に
て
、
必
ず
次
の
項
目
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
受
付
は
挙
式
日
の
１

週
間
前
ま
で
。
●
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・

卒
業
年
・
卒
業
学
部
※
校
友
同
士
の
結

婚
の
場
合
は
２
名
と
も
●
挙
式
日
時
・

会
場
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
会
場
住
所
・
●

会
場
電
話
番
号
●
会
報
に
掲
載
の
可
否

角
北 

み
か
09
文

9-

25

稲
田 

秀
輝
10
法
了

10-

1

♠
菅
原 

直
道
06
文

10-

10

♥
波
多 

葉
子
06
国
際
文
化

新
田 

洋
三
04
理

11-

12

野
口 

真
弘
10
経
済

11-

26

♠
中
村 

大
輔
07
国
際
文
化

12-

３

♥
土
居 

由
里
06
文

♠
松
原 

奨

12
理

12-

17

♥
鈴
木 

遥

14
国
際
文
化

♠
多
田 

龍
馬
14
法

1-

21

♥
志
摩 

法
香
14
短
期

松
本 

明
子
08
文

２-

４

峯
田 

忠
尚
09
社

３-

４

校友●Who's Who

山
や ま も と

本浩
ひ ろ ゆ き

之さ
ん

山本浩之（やまもと・ひろゆき）
＝愛称ヤマヒロ。62 年、堺市
生まれ。85 年、龍谷大学法学
部を卒業し、関西テレビアナウ
ンサーとして入社。90 年から７
年間「アタック 600」のメイン
キャスターとしてニュースに携わ
る。02年、前年に放送された『ほ
っとカンサイこの１年ＮＹリポー
ト』に対する評価で、第 18 回
ＦＮＳアナウンス大賞受賞。06
年から「スーパーニュースアンカ
ー」のメインキャスターを務め、
13 年にフリーアナウンサーに。
14 年、ＭＢＳラジオ「ヤマヒロ
のぴかいちラジオ」で、日本民
間放送連盟賞生ワイド番組部門
で優秀賞受賞。現在テレビ・ラ
ジオで活躍中。

現在の学林町付近
（下京区東中筋通花屋町界隈）

新
刊

紹
介

仏
法
の
種
ま
き

村
上
太
胤
さ
ん

（
69
年
文
卒
）

Ｂ
６
判
２
０
６
ペ
ー
ジ・講
談
社・

１
６
０
０
円
＋
税

２
０
１
６
年
11
月
20
日
発
行

あ
り
の
ま
ま
に
、

ひ
た
む
き
に

不
安
な
今
を
生
き
る

大
谷
光
淳
さ
ん

（
02
年
文
院
卒
）

Ｂ
６
変
形
判
１
５
７
ペ
ー
ジ
・

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
・
６
０
０
円
＋
税

２
０
１
６
年
９
月
21
日
発
行

　

江
戸
時
代
は
女
性
が
表
舞

台
に
は
現
れ
ず
、
役
割
が
見

え
に
く
い
の
で
す
が
、
学
問

の
世
界
で
は
役
割
を
果
た
し

て
い
た
の
で
す
。
そ
の
よ
う

な
精
神
が
浅
子
に
も
受
け
継

が
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
現
在
の
龍
谷
大
学
の

成
り
立
ち
を
、
豪
商
と
女
性

と
い
う
視
点
で
見
て
い
け

ば
、
新
し
い
歴
史
像
が
発
見

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

〈
参
考
文
献
〉
龍
谷
大
学

三
百
五
十
年
史
刊
行
会
史
編

集
委
員
会
編
『
龍
谷
大
学

三
百
五
十
年
史
』
通
史
編
・

上
巻
・
同
史
料
編
第
一
巻
、

同
大
学
、
二
〇
〇
〇
年
・

一
九
八
七
年

學が
く
り
ん林

常じ
ょ
う
じ
ゅ
う
ぶ
つ

住
物

貲し

主し
ゅ

　
加
嶋
屋
安
兵
衛

寶ほ
う
れ
き暦

戊つ
ち
の
え
と
ら寅

夏
造

⇒

宝
暦
８
年
（
１
７
５
８
年
）

校
友
会
長
名
、
学
長
名
で
祝
電
を
打

ち
ま
す
。

受
付
は
、
校
友
会
事
務
局
ま
で
。

な
ぜ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
？

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
漠
然
と

そ
う
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
職
業
と
し
て
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
を
選
ん
だ
の
は
、
大
学

２
年
生
の
後
半
で
し
た
。
大

学
の
放
送
局
出
身
で
は
な
い

の
で
、
夜
は
新
大
阪
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
教
室
に
通
っ
て
い
ま

し
た
。
大
学
で
の
ゼ
ミ
は
国

際
法
の
田
中
則
夫
先
生
で
、

ゼ
ミ
生
は
た
っ
た
の
３
人
。

３
週
間
に
１
回
、
発
表
が
ま

わ
っ
て
く
る
。
で
も
関
西
テ

レ
ビ
に
入
社
し
て
ニ
ュ
ー
ス

を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
、
国
際
法
を
勉
強
し
て

い
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
ね
。

　

入
社
し
て
５
年
半
ほ
ど
、

競
馬
を
は
じ
め
と
し
て
ス
ポ

ー
ツ
を
担
当
し
、
28
歳
の
と

き
「
ア
タ
ッ
ク
６
０
０
」
の

キ
ャ
ス
タ
ー
に
抜
て
き
さ

れ
、
続
い
て
「
ス
ー
パ
ー
ニ

ュ
ー
ス
ア
ン
カ
ー
」
と
、
14

年
間
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組

の
仕
事
を
し
ま
し
た
。

　

私
の
師
匠
と
で
も
言
う
べ

き
人
が
、
競
馬
の
実
況
で
知

ら
れ
た
杉
本
清
さ
ん
で
し

た
。
僕
は
新
人
時
代
、
杉
本

さ
ん
の
付
き
人
み
た
い
に
、

い
つ
も
一
緒
に
行
動
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
競
馬

の
実
況
は
前
も
っ
て
台
本
を

作
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
よ

く
言
わ
れ
ま
す
が
、
鳥
肌
が

立
つ
よ
う
な
感
動
的
な
実
況

に
は
、
台
本
な
ど
何
の
役
に

も
立
ち
ま
せ
ん
。
何
ひ
と
つ

準
備
を
し
な
い
と
こ
ろ
で
、

自
分
の
気

持
ち
を
伝
え

る
。
そ
の
人
が
持
っ
て
い
る

感
性
と
才
能
が
ダ
イ
レ
ク
ト

に
出
た
と
き
、
大
き
な
反
響

が
返
っ
て
く
る
。
ア
ナ
ウ
ン

ス
技
術
云
々
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
杉
本
さ
ん
は
、
そ
ん
な

世
界
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る

才
能
を
お
持
ち
の
か
た
で
し

た
。

な
ぜ
フ
リ
ー
に
？

　

も
う
４
年
半
に
な
り
ま
す

ね
。
も
と
も
と
僕
は
中
学
、

高
校
生
の
頃
か
ら
〝
ラ
ジ
オ

っ
子
〟
で
ね
、
ラ
ジ
オ
を
や

り
た
か
っ
た
。
で
も
関
西
テ

レ
ビ
に
は
ラ
ジ
オ
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ラ
ジ
オ
を
や
り
た
く

て
、
フ
リ
ー
に
な
っ
た
の
で

す
。
よ
く
人
は
、
ラ
ジ
オ
は

い
っ
ぱ
い
喋
れ
る
か
ら
い
い

ね
と
言
い
ま
す
が
、
そ
れ
は

テ
レ
ビ
も
同
じ
で
す
。
で
も

ラ
ジ
オ
に
は
映
像
が
な
い
ぶ

ん
、
喋
り
手
の
人
間
性
が
ダ

イ
レ
ク
ト
に
出
る
。
こ
の
人

は
関
心
を
も
っ
て
喜
ん
で
喋

っ
て
い
る
の
か
、
テ
レ
ビ
で

は
そ
れ
を
作
る
こ
と
が
可
能

で
す
が
、
ラ
ジ
オ
で
は
無
理

で
す
。
自
分
の
そ
れ
ま
で
の

経
験
や
考
え
な
ど
、
ベ
ー
シ

ッ
ク
に
あ
る
も
の
を
出
し
、

そ
れ
を
リ
ス
ナ
ー
の
み
な
さ

ん
が
ど
う
受
け
と
め
て
く
だ

さ
る
か
、
そ
こ
が
勝
負
ど
こ

ろ
な
ん
で
す
。

　

今
、
テ
レ
ビ
は
毎
日
放
送

の
「
ち
ち
ん
ぷ
い
ぷ
い
」
を

月
曜
か
ら
木
曜
ま
で
。
ま
た

関
西
テ
レ
ビ
の
「
ち
ゃ
ち
ゃ

入
れ
マ
ン
デ
ー
」、
ラ
ジ
オ

は
毎
日
放
送
の
「
ヤ
マ
ヒ
ロ

の
ぴ
か
い
ち
ラ
ジ
オ
」と「
茶

屋
町
ヤ
マ
ヒ
ロ
会
議
」
に
出

演
し
て
い
ま
す
。
フ
リ
ー
に

な
っ
て
、
た
し
か
に
忙
し
く

な
り
ま
し
た
。

　

で
も
若
い
頃
は
何
を
や
っ
て

も
、
先
輩
か
ら
叱
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
カ
メ
ラ
に
赤
ラ
ン
プ

が
つ
き
本
番
に
な
る
と
、
身

構
え
て
し
ま
って
自
分
を
そ
の

ま
ま
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

失
敗
の
連
続
で
す
。
そ
う
い

う
と
き
に
こ
そ
基
本
に
戻
って

と
、
も
う
一
度
声
を
出
し
直

し
、
体
勢
を
整
え
る
。
入
社

し
て
数
年
間
は
、
も
が
き
続

け
て
い
ま
し
た
。

　

で
す
か
ら
大
き
な
目
標
を

持
つ
の
を
や
め
ま
し
た
。
目

の
前
の
仕
事
に
お
釣
り
を
付

け
て
返
す
。
山
本
は
こ
れ
く

ら
い
の
仕
事
は
で
き
る
だ
ろ

う
と
い
う
評
価
に
、
ど
う
す

れ
ば
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
と
意

外
性
を
つ
け
て
返
す
こ
と
が

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
、
そ

れ
ば
か
り
考
え
て
い
ま
し

た
。
若
い
頃
か
ら
、
そ
し
て

今
も
大
き
な
目
標
を
持
た
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

大学１年生のときの山本さん

大
き
な
目
標
は
持
た
な
い
。
昔
も
今
も

フリーアナウンサー

2013年 なんばHatchにて
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ン
と
提
携
し
て
、
小
顔
矯
正

ニ
ッ
ト
な
ど
、
ソ
ッ
ク
ス
以

外
の
製
品
開
発
に
も
着
手
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
２
月
に
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
見
本
市
で
当
社
の

ブ
ー
ス
を
出
店
し
、
海
外
で

の
反
応
を
確
か
め
た
い
で

す
。

　

龍
大
時
代
、
軟
式
野
球
で

全
国
の
頂
点
に
。

　

サ
ー
ク
ル
名
は
「
ベ
イ
ブ

ル
ー
ス
」。
た
っ
た
９
人
の

メ
ン
バ
ー
で
し
た
が
、
私
以

外
は
高
校
野
球
経
験
者
。
甲

子
園
に
出
場
し
た
選
手
も
い

ま
し
た
。
300
チ
ー
ム
が
参
加

す
る
軟
式
野
球
サ
ー
ク
ル
の

全
国
大
会
で
日
本
一
に
。
龍

谷
大
学
か
ら
20
万
円
の
奨
励

金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本

当
に
い
い
思
い
出
で
す
。

　

01
年
の
私
の
結
婚
式
に
は

大
学
の
先
輩
で
当
時
、
関
西

テ
レ
ビ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
だ

っ
た
山
本
浩
之
さ
ん
（
85
年

法
卒
）
に
司
会
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
龍
谷
大
学
に

行
っ
て
よ
か
っ
た
と
、
今
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。

国産100％技術力とオリジナリティー
昨日まで無かった靴下をつくる

日本ニット㈱

　

日
本
ニ
ッ
ト
㈱
は
祖
父
康

純
さ
ん
が
59
年（
昭
和
34
）

に
創
業
。
現
社
長
の
謙
一
さ

ん
は
３
代
目
に
あ
た
る
。

　

当
社
の
あ
る
奈
良
県
香
芝

市
や
広
陵
町
は
、
昔
か
ら
靴

下
の
生
産
地
で
し
た
。
こ
こ

で
も
っ
ぱ
ら
外
部
メ
ー
カ
ー

か
ら
の
委
託
生
産
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　

あ
る
と
き
、
大
リ
ー
グ
の

松
井
秀
喜
選
手
が
５
本
指
の

ソ
ッ
ク
ス
で
プ
レ
ー
し
て
い

る
と
、話
題
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
「
５
本
指
」
と
い
う

と
、
建
設
現
場
の
作
業
用
と

い
う
の
が
一
般
的
イ
メ
ー
ジ

で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
５
本
指
を
履
く

経営者登場

里
さ と

井
い

　謙
け ん

一
い ち

 さん
日本ニット㈱
代表取締役

プロフィール
1974 年奈良県生まれ。97 年に
経済学部を卒業し、南都銀行を
経て 00 年、日本ニット㈱に入社。
07 年に同社専務になり、インター
ネットで製品販売を開始。13 年に
代表取締役に就任。ケンビース
ポーツソックス研究所を設立し、新
製品を研究開発。また、小学生向
けの工場体験見学会などの社会貢
献事業にも積極的に取り組む。

　

私
は
今
、
宮
崎
県
高
千

穂
で
２
０
１
７
年
１
月
か
ら

兄
が
立
ち
上
げ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
彩
り
」
が
運
営
し
て
い

る
『
に
じ
い
ろ
』
で
、
主
に

職
業
指
導
員
と
し
て
の
仕
事

に
従
事
し
て
い
ま
す
。

『
に
じ
い
ろ
』
が

う
ま
れ
る
き
っ
か
け

　

そ
れ
は
、
働
き
者
だ
っ
た
父
が

聴
覚
を
失
っ
た
こ
と
で
し
た
。

　

父
が
人
と
の
つ
き
あ
い
を
断

っ
た
り
、
ふ
さ
ぎ
込
み
が
ち
に

な
っ
た
姿
を
み
て
家
族
が
不
安

を
覚
え
ま
し
た
。

　
「
父
に
自
信
を
取
り
戻
し
て

ほ
し
い
」
と
、
社
会
福
祉
士

の
兄
が
障
が
い
者
の
就
労
を

支
援
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
『
に
じ
い
ろ
』
を
オ
ー
プ
ン
。

そ
の
名
前
に
は
「
全
て
の
人
に

彩
り
豊
か
な
人
生
を
送
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
想
い
を
込
め
ま

し
た
。

　
『
に
じ
い
ろ
』
は
、
利
用
者
一

人
ひ
と
り
の
個
性
や
能
力
に
合

わ
せ
、
各
自
の
判
断
を
尊
重
し
、

当
事
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
く

こ
と
を
重
視
し
て
支
援
を
行
って

い
ま
す
。

　

社
会
か
ら
隔
絶
さ
れ
、
只
々

保
護
さ
れ
る
ば
か
り
の
状
態
で

は
、
決
し
て
充
実
し
た
人
生
を

味
わ
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
利
用
者
一
人
ひ
と
り
の
個

性
や
能
力
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ

ス
や
商
品
を
研
究
開
発
し
て
い

く
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
が
生

き
が
い
を
感
じ
て
楽
し
く
作
業

で
き
る
こ
と
を
目
指
し
、
日
々

精
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
父
は
経
理
を
担
当
し

張
り
切
っ
て
仕
事
に
臨
ん
で
い
ま

す
。

高
千
穂
土
産

「
お
ひ
さ
ま
チ
ー
ズ
ま
ん
じ
ゅ
う
」

　

高
千
穂
土
産
と
し
て
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
「
お
ひ
さ
ま
チ

ー
ズ
ま
ん
じ
ゅ
う
」
は
兄
と
母
が

勤
め
て
い
た
高
千
穂
町
の
「
福

祉
作
業
所
」
で
開
発
、
販
売
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
製
造
中
止
の
危

機
に
。
一
念
発
起
し
て
２
０
１
４

年
９
月
、
兄
と
母
が
中
心
と
な
っ

て
『
菓
子
工
房
そ
ら
い
ろ
』
を

立
ち
上
げ
、
私
も
２
０
１
６
年

10
月
か
ら
加
わ
り
ま
し
た
。
こ

だ
わ
り
は
、
そ
の
素
材
と
、
一
つ

ひ
と
つ
手
作
り
で
、
そ
の
日
の
う

ち
に
焼
き
上
げ
る
こ
と
。

　

私
自
身
、『
菓
子
工
房 

そ
ら

い
ろ
』
で
は
製
造
販
売
だ
け
で
は

な
く
、
実
演
販
売
や
商
談
会
へ

出
向
き
、チ
ラ
シ・フ
ラ
イ
ヤ
ー
や
、

食
品
サ
ン
プ
ル
の
制
作
、
新
商
品

と
足
の
指
が
自
由
に
使
え
る

よ
う
に
な
り
、
汗
の
吸
収
も

よ
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
ス

ポ
ー
ツ
に
適
し
て
い
る
と
、

当
社
の
中
に
「
ケ
ン
ビ
ー
ス

ポ
ー
ツ
ソ
ッ
ク
ス
研
究
所
」

を
立
ち
上
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
分

野
で
５
本
指
ソ
ッ
ク
ス
の
研

究
開
発
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
の
大

半
は
５
本
指
ソ
ッ
ク
ス
を
着

用
し
て
い
る
。
野
球
選
手
も

そ
う
で
す
。
よ
う
や
く
５
本

指
が
普
通
に
な
り
ま
し
た

が
、
10
年
ほ
ど
前
は
違
い
ま

し
た
。

　

日
本
ニ
ッ
ト
㈱
は
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
中
で
、
あ
え
て

「
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
」

に
こ
だ
わ
る
。

　

靴
下
と
い
え
ば
量
販
店
な

ど
で
「
３
足
千
円
」
が
相
場

で
、
そ
の
大
半
が
海
外
か
ら

の
輸
入
品
で
す
。
し
か
し
当

社
は
、
自
社
で
開
発
し
て
製

品
化
す
る
と
い
う「
日
本
製
」

に
こ
だ
わ
っ
た
も
の
づ
く
り

に
徹
し
て
き
ま
し
た
。
ひ
と

こ
と
で
い
え
ば
、
安
い
も
の

を
追
い
求
め
る
の
で
は
な

く
、
商
品
の
価
値
そ
の
も
の

で
勝
負
し
た
か
っ
た
か
ら
で

す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
委
託
販

〈 文学部 〉
　赤松　徹眞　教授
　北村　　高　教授
　日下　幸男　教授
　土屋　和三　教授
　平林　章仁　教授
　丸山　徳次　教授
　芳村　博実　教授

〈 経済学部 〉
　清水　一夫　教授

〈 経営学部 〉
　夏目　啓二　教授

〈 法学部 〉
　池田　恒男　教授
　岩田　憲幸　教授
　近藤　久雄　教授
　脇田　　滋　教授

〈 理工学部 〉
　林　　久夫　教授

〈 社会学部 〉
　青山　　豊　教授

●訃報
大石　正晴　16 年 4 月 5 日     名誉教授（経済学部）
髙島　學司　16 年 6 月 25 日   名誉教授（法学部）
中西　重康　16 年 7 月 22 日   元理工学部教授
横山　勝英　16 年 8 月 1 日     名誉教授（経営学部）
吉田　茂芳　16 年 10 月 20 日  名誉教授（経済学部）

今春定年退職される先生方　2017年3月31日 龍谷大学次期学長に
入澤  崇  教授

─ 任期2017年4月1日～2021年3月31日 ─

大阪府阪南市市長に就任
水野  謙二さん

（2011年 社会学研究科修了）

印度山日本寺第六世竺主に就任

北河原  公敬さん
（1968年 文学研究科修了）

校友短信

2016 年 11 月12日、阪南市の市長に
就任されました。
1978 年日本福祉大学卒。阪南町役場
に勤務、障がい者通所授産施設指導
員からスタートし、保健福祉部長、市民部長、教育委員会
の参与などを歴任。2011 年龍谷大学大学院修了、2012
年阪南市社会福祉協議会の会長に就任。阪南市長に就
任した今、住民自治による「活力とやさしさ溢れる新しい阪
南市」の実現を目指し、市政を邁進されている。

2016 年 7 月、東大寺の北河原公敬長
老（第 220 世東大寺別当）が、公益
財団法人国際仏教興隆協会理事会の
推戴を受け、インド・ブッダガヤの印度
山日本寺第六世竺主に就任されました。
2017 年 1 月21日にはインド仏跡巡拝団を率い、現地・日
本寺で竺主就任の晋山奉告法要を営まれた。

校　友
最前線

田た

尻じ
り 

愛あ
い

さ
ん

14
年
社
会
学
部
卒

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
彩
り
」（
に
じ
い
ろ
）
職
業
指
導
員

障
が
い
者
の
就
労
を
支
援
す
る
職
場
創
り

「
彩
り
豊
か
な
人
生
を
」
障
が
い
の
あ
る
父
が
く
れ
た
き
っ
か
け

の
開
発
な
ど
現
在
も
た
く
さ
ん

の
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、『
そ
ら
い
ろ
』は
、『
に

じ
い
ろ
』の
施
設
外
就
労
の
場
と

な
って
お
り
、『
そ
ら
い
ろ
』の
「
お

ひ
さ
ま
チ
ー
ズ
ま
ん
じ
ゅ
う
」
の

人
気
が
、『
に
じ
い
ろ
』
で
働
く

人
た
ち
に
と
っ
て
、
仕
事
の
や
り

が
い
の
ひ
と
つ
に
な
る
よ
う
、
全

国
に
も
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思

って
い
ま
す
。

　

私
は
龍
谷
大
学
で
地
域
福
祉

を
学
び
ま
し
た
が
、
福
祉
の
現

場
経
験
は
な
か
っ
た
の
で
毎
日
は

じ
め
て
の
こ
と
ば
か
り
。
一日
が

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま

す
。

　

で
も
、
家
族
全
員
で
、
同
じ

目
標
に
向
か
っ
て
仕
事
が
で
き
る

こ
と
は
、
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で

す
。

　

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ（
利
用
者
）

さ
ん
が
毎
日
元
気
に
出
勤
し
、

楽
し
そ
う
に
仕
事
を
し
て
い
る

の
を
見
る
と
、
嬉
し
く
な
り
ま

す
。
も
っ
と
も
っ
と
、
働
き
た

売
に
頼
ら
ず
、
自
社
ブ
ラ
ン

ド
を
自
ら
販
売
す
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
楽
天
・
ヤ
フ
ー
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
）
を
立
ち
上
げ
、
消
費

者
の
み
な
さ
ん
へ
直
接
販
売

に
踏
み
切
っ
た
の
で
す
。
当

時
、「
靴
下
を
ネ
ッ
ト
で
？

誰
も
買
わ
な
い
で
し
ょ
う
」

と
。
で
も
予
想
以
上
の
反
応

が
あ
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
続

出
し
ま
し
た
。
い
い
も
の
な

ら
高
く
て
も
売
れ
る
と
い
う

こ
と
を
、
実
感
し
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
「
い
い
靴
下
」

と
は
、
履
き
や
す
い
・
履
い

て
い
て
気
持
ち
が
い
い
・
丈

夫
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

最
近
、
当
社
で
は
特
許
取

得
技
術
を
使
い
「
つ
ま
先
破

れ
１
ヶ
月
補
償
」
と
い
う
商

品
の
販
売
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ア
ス
リ
ー
ト
で
も
１
ヶ

月
履
い
て
つ
ま
先
が
破
れ
た

アスリートの勝利を足元から科学する
５本指スポーツソックス

女性向けに開発された
新製品「ririla」

ら
、
す
ぐ
に
無
償
交
換
と
い

う
も
の
で
す
。
メ
ー
カ
ー
だ

か
ら
こ
そ
、
可
能
な
の
で

す
。
ま
た
、
女
性
向
け
に
開

発
し
た「ririla

（
リ
リ
ラ
）」。

見
た
目
は
普
通
の
ソ
ッ
ク
ス

で
す
が
、
中
は
割
れ
て
５
本

指
。
さ
ら
に
サ
ン
ダ
ル
を
履

い
て
も
ネ
イ
ル
を
見
せ
る
こ

と
が
で
き
る
指
さ
き
の
開
い

た
オ
ー
プ
ン
ト
ゥ
の
ソ
ッ
ク

ス
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は

大
阪
、
東
京
の
大
手
百
貨
店

で
販
売
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
ネ
ッ
ト
販
売
の
み
な
ら

ず
、
ブ
ラ
ン
ド
発
信
店
の
構

築
、
海
外
戦
略
を
視
野
に
入

れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
大
手
エ
ス
テ
サ
ロ 軟式野球優勝（後列左から3人目）背番号16

「にじいろ」にて父と私

い
！
と
意
欲
が
沸
く
よ
う
な
職

場
創
り
を
心
が
け
る
と
同
時
に

福
祉
作
業
所
の
指
導
員
と
し
て

の
仕
事
を
し
っ
か
り
と
勤
め
ら

れ
る
よ
う
、
日
々
努
力
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

菓子工房そらいろ
〒882－1101
宮崎県西臼杵郡高千穂町三田井1050
電話：080－9243－9606
ＮＰＯ法人 彩り
就労支援Ａ型・Ｂ型事業所
にじいろ
〒882－1101
宮崎県西臼杵郡高千穂町三田井1171－7
電話：0982－83－0707

「菓子工房そらいろ」のチーズ
まんじゅうなどを手軽に楽しめ
るお店です。高千穂中心部のメ
インストリートにあります。

「ちょいCafé にじいろ」

【最終学歴】　
1982 年 3 月龍谷大学大学院
文学研究科修士課程修了　
1986 年 3 月龍谷大学大学院
文学研究科博士後期課程
単位取得満期退学

【出 身 地】広島県
【専門分野】仏教文化学
【職　　歴】
1990 年 4 月 龍谷大学文学部講師 
1996 年 4 月 龍谷大学文学部助教授 
2000 年 4 月 龍谷大学経営学部助教授 
2002 年 4 月 龍谷大学経営学部教授 
2010 年 4 月 龍谷大学文学部教授　 
2013 年 4 月 龍谷大学龍谷ミュージアム館長　
　　　　 　（～ 2015 年 3 月） 
2015 年 4 月 龍谷大学文学部長　
2017 年 4 月 龍谷大学学長就任予定
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校友からの便り

テ
コ
ン
ド
ー
74
㎏
級 

日
本
一

「
２
０
２
０
年
東
京
」
を
目
指
し
ま
す
!!

栗く

り

山や

ま 

廣こ

う

大だ

い

さ
ん 

　

今
年
１
月
22
日
に
愛
知
県

体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
「
第

10
回
全
日
本
テ
コ
ン
ド
ー
選

手
権
大
会
」
74
㎏
級
に
お
い

て
、
大
阪
府
警
に
勤
め
る
栗

山
廣
大
さ
ん
が
優
勝
し
、
母

校
へ
報
告
に
来
ら
れ
ま
し

た
。

　

入
学
し
て
か
ら
始
め
た
と

い
う
テ
コ
ン
ド
ー
で
す
が
、

４
回
生
の
時
に
は
第
７
回
の

同
大
会
で
準
優
勝
の
実
績
が

あ
り
ま
す
。

　

今
大
会
の
決
勝
戦
で

は
カ
ッ
ト
を
繰
り
返
し

な
が
ら
攻
め
て
８
対
７

で
勝
利
。
遠
方
か
ら
応

援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ

た
学
生
時
代
の
友
人
た

ち
は
、
泣
い
て
喜
ん
で

く
れ
た
そ
う
で
す
。
そ

の
姿
に
栗
山
さ
ん
も
も

ら
い
泣
き
。

　
「〝
お
か
げ
さ
ま
〟
と

い
う
言
葉
に
尽
き
ま

す
」
と
、
社
会
人
に
な

っ
て
も
頑
張
り
続
け
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、

学
生
時
代
の
超
ハ
ー
ド

な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
楽

し
か
っ
た
思
い
出
、
こ

れ
ま
で
も
自
分
を
助
け
支
え

て
く
れ
た
友
人
た
ち
の
存
在

が
大
き
か
っ
た
と
言
い
ま

す
。

　

現
在
も
様
々
な
ト
レ
ー

龍谷大学校友会女子会『龍Ron小町』
ロ ン  ロ ン

2016年 10月29日（土）

山口県支部 癒しの空間で陶芸体験＆ランチ親睦会
2016年 10月23日（日）

広島県で第２回総会を開催
2016年 9月26日（月）

広島県支部　古民家でパン教室

2016年 10月29日（土）

京都市支部　香りを楽しむ会
2017年 2月17日（金）

うめぞの ＆ ナイトミュージアムツアー
2017年 1月22日（日）

劇団四季ミュージカル「美女と野獣」

各支部の「龍 Ron 小町」の活動のご紹介などをいたします。

オ
ラ
ン
ダ
第
二
の
都
市

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
で

子
育
て
７
年
目
の

プロフィール
1977 年兵庫県神戸市生まれ。
2000 年国際文化学部（現：国
際学部）卒業後 Kansai Flea 
Marketという外国人向けのフリー
ペーパーをつくる会社に勤務。そ
の後、パートナーが住むオランダ
へ移住。オランダ在住 12 年。

世
界
を
旅
し
た
学
生
時
代

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
憧
れ
だ
っ

た
エ
ジ
プ
ト
へ
１
ヶ
月
間
、
大

学一年
生
の
夏
休
み
に
行
き
ま

し
た
。
以
来
、
ア
ラ
ビ
ア
語

を
勉
強
し
、
休
み
毎
に
中
東

を
旅
行
し
ま
し
た
。
何
に
で

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
大
学
で
の
経
験
に

よ
る
も
の
で
す
。

オ
ラ
ン
ダ
で
の
生
活

　

６
歳
の
娘
と
オ
ラ
ン
ダ
人

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
３
人
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
ロ
ッ
テ
ル

ダ
ム
は
移
民
が
人
口
の
約
50

パ
ー
セ
ン
ト
で
、
市
長
は
モ

ロ
ッ
コ
人
。
と
に
か
く
い
ろ

ん
な
人
種
が
混
ざ
り
合
っ

て
、
白
人
黒
人
黄
色
人
種
な

ん
て
い
う
肌
の
色
の
違
い
で

区
別
す
る
こ
と
が
全
く
意
味

が
な
い
っ
て
実
感
さ
せ
て
く

れ
る
大
好
き
な
街
で
す
。

　

オ
ラ
ン
ダ
で
は
夫
婦
共
働

き
が
当
た
り
前
で
、
時
短
で

働
く
こ
と
も
男
女
共
に
普
通

で
す
。
私
た
ち
は
子
ど
も
が

生
ま
れ
て
か
ら
お
互
い
に
週

４
日
ず
つ
出
勤
し
、
平
日
は

別
々
に
一
日
ず
つ
休
み
を
と

り
、
子
ど
も
と
過
ご
し
て
ま

す
。
残
業
を
す
る
こ
と
も
ほ

秋風が吹くなか、町家キャンパスで支部会員の畑利和さん（香老舗
松榮堂）ご協力のもと、「聞香」についてのお話と、体験をさせてい

ただきました。その後茶室に
移動し、本学茶道部釣寂会
OB の方々にお茶をたててい
ただきました。香炉からの香
りをゆったり味わい、京都なら
ではの贅沢な空間を楽しみま
した。

校友のお店「うめぞの」では、みたらし団子や抹茶のホットケーキ
などの特別メニューをいただき、龍谷ミュージアムでは懐中電灯で
照らしながら普段は見ることのできない場所や展示を見てまわり、怖
くて泣き出
した子ども
も笑顔に変
わる楽しく
開放的なツ
アーとなりま
した。京都劇場にて家族、友人と一緒に楽しみました。

女流陶芸家「も美じ窯」・・・川のせせらぎと小鳥のさえずりが聞こ
えてくる静かな山の中、そんな癒しの空間で、花器・皿・ひな飾りな
ど、皆さん思い思いの陶芸作品を
作りました。その後のランチ親睦
会では時間が足りないくらい話が
盛り上がり、次回の再会が楽しみ
です。これからも、母校のご縁で
つながる輪を、大きく広げて参り
たいと思います。

広島県支部にご協力いただき、『龍 Ron 小町』第 2 回総会を開催し
ました。本部役員から事業報告、事業計画が説明され、各支部の参
加者からは、イベント作りで工夫している点などを発表していただき、
有意義な情報交換会となりました。2014 年の設立から 3 年目を迎え
た『龍 Ron 小町』。国内・海外でも、少しずつ『龍 Ron 小町』の
輪が広がってきています。これからも、良い会となってバトンが廻って
いくようにしていきたいと思います。

廿日市にあるパン屋さんを営まれている龍大卒業生の藤山佐知子先
生を講師に迎え、パン作りを教えていただきました。
出来上がったパンの美味しさと、おしゃべりに花が咲いて、楽しい時
間を素敵な場所で、洒落た音楽を聴きながらのひとときとなりました。

オンリーワンのお花を作りましょう！
●日時：2017 年 4 月 30 日（日）10 時～

●場所：花陰 山口市下小鯖
＜問合せ先＞

Email: ronronyamaguchi@gmail.com
携帯： 090-1185-2123
Fax：(083)921-1966

ピクニック気分で

できたてのパンを囲んで

講師の先生、茶道部の OB の方々と

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
オ
ラ

ン
ダ
で
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
バ

ラ
ン
ス
が
と
て
も
大
切
に
さ

れ
て
い
ま
す
。

オ
ラ
ン
ダ
の
学
校

　

娘
は
、１
週
間
の
課
題
を

教
科
ご
と
に
先
生
が
出
し
、

そ
れ
を
ど
う
こ
な
す
か
は
児

童
の
自
主
性
に
ま
か
せ
る
と

い
う
ダ
ル
ト
ン
プ
ラ
ン
の
小
学

校
に
通
って
い
ま
す
。
教
室
に

入
る
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
勉

強
し
て
い
る
子
、
工
作
を
し

て
い
る
子
な
ど
、
と
て
も
自

由
で
す
。
日
本
で
い
う
公
立
、

私
立
の
区
別
は
な
く
、
国
が

規
定
す
る
カ
リ
キ
ュラ
ム
に
沿

っ
て
い
れ
ば
補
助
金
が
出
る
の

で
、
自
分
の
子
ど
も
に
適
し

た
教
育
法
の
学
校
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
、
学
費
は
無
料
。

子
ど
も
の
能
力
に
合
わ
せ
、

留
年
し
た
り
飛
び
級
も
可
能

で
す
。　

　

ユ
ニ
セ
フ
が
発
表
し
た
子

ど
も
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ

で
、
13
年
に
オ
ラ
ン
ダ
は
総

合
１
位
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
受
験
が
な
か
っ
た
り
、

留
年
し
て
も
う
一
度
勉
強
で

き
る
制
度
な
ど
、
学
校
生
活

で
ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
要
因

が
少
な
い
こ
と
、
シ
ン
グ
ル
ペ

ア
レ
ン
ト
に
な
っ
た
場
合
や
失

業
し
た
場
合
の
補
助
、
生
活いつも応援してくれる友人たち

ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
て
、
身

体
の
変
化
や
技
の
出
来
を

実
感
し
な
が
ら
さ
ら
な
る

高
み
を
目
指
し
て
い
る
栗

山
さ
ん
。

　

テ
コ
ン
ド
ー
で
世
界
を
見

せ
て
く
れ
る
日
を
期
待
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

得意技はトラチャギ（回し蹴り）、写真はカット（押し蹴り）

神か
ん

原ば
ら 

理り

恵え

さ
ん

子
ど
も
が
世
界
一
幸
せ
な
国

で
の
子
育
て

海外で活躍する
校友

街の中心を流れるマース川

保
護
な
ど
の
社
会
保
障
が
し

っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
、
両
親

が
定
時
に
仕
事
か
ら
帰
宅
し

家
族
で
食
事
を
と
る
こ
と
が

可
能
な
社
会
、
両
親
の
人
生

を
楽
し
む
姿
勢
な
ど
、
子
ど

も
達
が
育
つ
家
庭
が
安
定
し

て
い
る
か
ら
こ
そ
の
子
ど
も
の

幸
福
度
世
界
１
位
な
の
だ
と
、

こ
の
国
で
子
育
て
し
て
い
て
実

感
し
て
い
ま
す
。

オ
ラ
ン
ダ
に
日
本
の
食
事
を

　

11
年
勤
め
た
会
社
が
倒
産

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

今
は
お
惣
菜
と
お
弁
当
の
お

店
を
出
そ
う
と
準
備
し
て
い

ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
の
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
は
ピ
ザ
と
か
ハ
ン
バ

ー
ガ
ー
ば
か
り
な
の
で
、
野

菜
た
っ
ぷ
り
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
日
本
の
食
事
を
オ
ラ

ン
ダ
の
人
た
ち
に
紹
介
で
き

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

ロッテルダム中央駅

神原さんと娘さん

（
14
年
文
学
部
卒
業
）

龍 Ron 小町 …今後の予定…
◇4月30日（日）山口県支部
　　※詳細は下記参照
◇6月10日（土）北カリフォルニア支部
　　第2回ヨガ（浄土真宗センター）
◇9月　東京支部
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　 各 学 部 同 窓 会 か ら の お 知 ら せ 　

経済学部同窓会経営学部同窓会

社会学部同窓会

設立50周年事業
　設立 50 周年を迎え、2016 年 10
月 29 日に、経済学部同窓会設立
50 周年事業「経済学部卒業生によ
るビジネス・ミーティング」（主催：
龍谷大学経済学部同窓会 共催：龍
谷大学経済学部）が開催され、卒
業生や在学生、教職員、約 300 名
が参加しました。
　第 1 部の基調講演では、元鳥取県知事、元総務大臣で慶應義塾大学教授の片山善
博氏による講演「『知の地域づくり』と大学」が行われました。地域の課題と国の政策と
のズレやその原因、大学への期待などが述べられ、参加者が熱心に耳を傾けました。
　第 2 部のパネルディスカッションでは、伊達浩憲経済学部長がコーディネーター
となり、様々な分野で活躍中の企業人 7 名が、働くうえでのアドバイスやメッセー
ジ等を送りました。後半は、経済学部在学生からパネラーに対し、質問が積極的に

出され、在学生にとっても大変有
意義な機会になりました。第 3 部
の懇親会では、同窓会設立 50 周
年を祝うとともに、恩師との再会
や卒業生同士の交流、企業人と在
学生との交流など、大盛況のうち
に会は終了しました。

（竹之内 正臣）

経営学部同窓会―校友をつなぐ夢の響演―
　11 月13日午後２時から「校友
音楽祭」を龍谷大学響都ホール 
校友会館で開催しました。
　出演バンドは黄色いトマトOB 会

「稲荷マウンティンボーイズ」・「怪
面隊」、軽音楽部 OB 会・Jazz
研究会 OB 会「龍大 Jazz の輪」、

「吹奏楽部 OB 会」の４バンドで
総勢約 50 名。来場していただい
た皆さまからは、「来年も見に来た
い」、「すごく感動した」、「レベル
が高い」、「今後も続けてほしい」
など、多くの意見をいただきました。

経営学部同窓会としては、「校
友音楽祭」が、音楽を通して校
友同士の親睦を深めることができれ
ば、さらに、校友の輪を広げる機
会となると信じています。
　音楽祭の後、京都タワーホテ
ルで経営学部同窓会の懇親会を
開催しました。
　　　　　　　　   （小濱 聖明）

「卒業生のつどい '02 〜 '05」　
　 社 会 学 部 同 窓 会 では、
2016 年 10月29日に龍谷祭で
にぎわう瀬田キャンパスのＲＥＣ
ホール地下１階のレストランに
おいて「卒業生のつどい '02
～ '05」を開催しました。同世
代の卒業生同士の親睦を一
層深めていただこうと、今回は、龍谷大学社会学部を 2002 年、2003 年、2004 年、
2005 年の４年間に卒業された皆さんに呼び掛けさせていただいたところ、４０名の方々
にご参加いただき、懐かしい場所で懐かしい顔ぶれとお食事やゲームを楽しみながら、
思い思いに大切なひと時を過ごしていただくことができました。また、大学からは、社
会学部の長上深雪教授や荒田寛教授、高松智画准教授にもご臨席いただき、卒業

生に心温まるメッセージを頂戴することがで
きました。
　2017 年度も瀬田学舎で開催される龍谷
祭に合わせて実施する予定です。次回は、
2003 年から2006 年の間に社会学部を卒
業された皆さんが対象です。２年連続、３
年連続のご参加も大歓迎です。

（荒川 林太郎）

法学部同窓会主催・心の講座
　2016 年 9 月24日龍谷大学響都ホール 校友会館で、龍谷大
学 心の講座（第 5 回）が開催され、今回は、竹下義樹先生（1975
年法学部卒業）が 2015 年度の龍谷賞受賞を記念して登壇さ
れることから、法学部同窓会も主催団体となりました。
　竹下義樹先生は、日本初の全盲の弁護士として、つとに有名
な方であり、弁護士の活動も含め、障がいや福祉の分野でも多方面に活躍されています。ご自
身の司法試験受験に至る道程、弁護士としての歩み、その他の社会活動について語っていた
だき、深い感銘を受けた一日となりました。
法学部合同同窓会・リユニオンの実施報告
　2016 年 11 月 6 日午後 4 時から、
京都ロイヤルホテル＆スパで、法
学部合同同窓会・第 10 回リユニ
オンを開催しました。リユニオン
は、毎年、龍谷祭の最終日に実施
しているホームカミング・デーに
あわせて開催し、卒年次やゼミ
に関係なく、法学部卒業生であれば誰でも参加が可能。家族同伴も可能で、年々参加者
が増加し、今年度は約 90 名の参加がありました。当日は、名誉教授の木坂先生や上田
先生、また橋口学部長などの現職の先生方も参加いただき、学生時代に戻ったような懐
かしさに溢れる会となりました。　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（村上 孝弘）

基調講演の様子

パネリストに質問する現役の学生

「卒業生・恩師のつどい」
　2000年に誕生した国際文化学部同窓会。
最も力を注いでいる活動のひとつが、２年に
１度大学のキャンパスで開催する「卒業生・
恩師のつどい」。いったいどんな取り組みな
のか神先明日香会長に伺った。

学部の協力なしにははじまらない「呼びかけ」
　教授会で「つどい」への参加を依頼していただく。さらに、卒業生はもとより、退職された先生方にも年賀状と案
内状で開催をお知らせする。「遠方でなかなか参加できない卒業生にも２年に１度、大学同窓会からはがきや案内状
が届くのを楽しみにしてもらいたい。堅苦しくなく懐かしさと新鮮さを感じてもらうには、どのような写真や挨拶にすれば
いいかと楽しく頭を悩ませる」「大切なあなたへという想いを少しでも伝えたい」先生方への案内は、宛名とメッセージ
は手書きだそうだ。
「つどい」の内容　参加費は千円で同額の記念品が渡される。今までオリジナルの同窓会マークの入ったグッズなど
を作ってきたが、前回の「つどい」では、フェアートレードのココナツ石鹸とソープディッシュだった。女性の卒業生が
多いので、食事はデザートに少しこだわる。 なにより一番のごちそうは、笑いあり涙ありの先生方や卒業生のスピーチ。

会場内のキッズスペースには、お絵かきセットや折紙、風船などを用意する。
また前回は卒業生のパティシエに頼んで、子ども用の焼き菓子が用意され
た。昨年は学部創設 20 周年にあたり、会場内に学部開設当時からの写真
や資料が展示され、当時の想いや様子を皆で語り合ったという。海外から
の参加も含め、乳幼児から８０代の先生方まで約８０名で共有する時間とな
った。「ひとりでも、家族と一緒にでも、いつでも安心して帰って来てもらえる
場所づくりを忘れずにいたい」と神先会長。ひととひと、学部と同窓会との
つながりが、同窓会を育てる。　　　　　　　　　　　　　（米田 禎孝）

国際文化学部同窓会政策学部同窓会

懐かしい先生方とご一緒に

「第１回総会」
　2016 年 11 月 6 日に第１回
の政策学部同窓会の総会を行
いました。まだ 1 期目とあって、
卒業生は皆忙しいのか、役員
だけの開催となりました。
　総会を終えたあとは、来期
について同窓会としてどのよう
なことに取り組んで行くのかを熱く議論しました。限りある予算を、現役政
策学部生、また卒業生、そして龍谷大学や社会全体へと還元していくた
めには、どのように使うのが良いのか。昨年は助成金制度を設け、学部
生が課外で活動するのをサポートできないかと企画し、2 組に助成金を交

付すると共に、政策学部らしく、
社会的なインパクトを生む取り組
みを採択いたしました。来年度
に向けてもますます取り組みを強
めていこうと思いますので、政
策学部同窓会に注目いただけれ
ばと思います。　　（角本 知史）

法学部同窓会

キッズスペース

政策学部同窓会の役員

新入会員歓迎パーティの様子

出演者と同窓会役員

合同演奏は「世界に一つだけの花」
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　三重県支部では毎年恒例の秋の懇親旅
行に行きました。昨年は大学のホームカミング・
デーに参加しましたが、今年は比叡山延暦
寺に行きました。11月6日に20 名の校友がバ

スで三重県を
出発し、エク
シブ 京 都 八
瀬離宮にて昼
食をとり、ケー

ブルカー・ロープウェイを乗り継ぎ山頂にて延
暦寺にお参りしました。大変寒くて防寒コート
が欲しかったです。 （事務局長　東 和生）

　9 月17日、石川県支部の設立５周
年の総会を、金沢市の都ホテルで開催
した。今回の総会では県内に 1200 名
以上いると思われる石川県出身、並び
に石川県在住の校友の掘り起こしに力
を入れた。現在石川県の校友会正規
会員は、150 名を超えるが、若い校友のより積極的な交流など課題も多い。
新事業としての新卒生の歓迎会は、定着してきている。
　総会前には、龍谷大学文学部長の入澤崇教授が「シルクロードと大谷
探検隊」について 1 時間半、講演していただいた。講演会は、一般公
開であったため、市内の高校生や大学生の聴講もあった。
　懇親会は、日野幹丸支部長の挨拶、校友会町田徳男副会長の乾杯
の発声でスタートした。参加人数は、少々寂しかったが、ハーモニ
カ奏者「ミルフィーユ」の演奏もあり、逍遥の歌及び学歌を絶唱し、
盛会のうちにお開きとなった。　　　　　　（副支部長　松浦 顕雄）

公開講演会を開催
　11 月26日、建山義紀氏（野球評論
家・元日本ハムファイターズ）を講師に「私
の野球観とファイターズあれこれ」という
テ ー マ で
講 演 会 を
開催。「北
海道日本ハ
ムファイターズ」が日本一になったこの時
期でもあり、約 70 名の方が参加くださり、
熱心に話に聞き入った。

　　　　　（事務局長　石井 伸和）

パナソニックグループ支部（紫松会） 広島県支部
　2 月 11 日に第 32 回総会・懇親
会を開催しました。今年は参加者
44 名の内 25 才以下が 4 割の賑や
かで有意義な交流となりました。
懇親会では NHK の「生活笑百科」
を模したコントを披露し、会員の
困り事を行政書士の林さん（北大
阪支部）に「まぁるく収めて」頂きました。このようにちょっ
とした相談も支部を越えて助け合い、育みあっていける心豊か

な会を目指していきますので、
皆様ご協力をよろしくお願いし
ます。また 9 月 30 日予定の
BBQ 大会にも各支部から多
数ご参加ください。

 （支部長　友田 雅裕）

　龍谷 BSC 春季セミナーが仏教研究所で開催され、理工
学部道元徹心先生よりご講義を賜りました。セミナーの後、
Natsunoya Tea House で素晴らしい夜景を楽しみながら懇
親会が催されました。参加者は道元先生ご夫妻、ハワイ支
部会員、特別ゲストとして新婚旅行でハワイに滞在をしてい
た、校友の溪 英俊さんご夫妻もご参加くださいました。懇
親会は和やかな雰囲気で行われ、最後には学歌、円陣を
組んで逍遥の歌を斉唱し道元先生ご夫妻とハワイ支部会員
の交流が深まりました。また若手会員にとっては龍谷大学の
先生とお話をすることができる、またとない機会で有意義な
時間を過ごすことができました。
　2017 年度は文学部鍋島直樹先生をお迎えして懇親会を
行なう予定です。ハワイ在住の校友の方がおられましたら是
非ともハワイ支部へご連絡ください。（事務局長　北條 朋）

支部設立の予定

三重県支部

石川県支部設立5周年記念総会 第２回「士業」に関わる
「名刺交換会」を開催

北海道支部

ハワイ支部  2016年3月22日開催

福岡県福岡支部（仮称） 
2017 年６月23日（金）　於ホテルオークラ福岡
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2017年上半期校友会・支部総会スケジュール（予定）

みなさんのひとことコメントの度に笑いが

友田支部長と初参加の9名

コント「生活笑百科」を

主催：法曹支部
        職業会計人グループ支部
　11 月6日、深草のホームカ
ミング・デーにあわせて開催。
約 50 名の「士業」に携わる
校友が集まった名刺交換会。
その後、ホスピタリティルーム
で交流会をしました。

日　程 区　分 イベント内容 場所
4月1日（土） 大学・大学院・短大 入学式（文・済・営・法・政・国・各研究科・短大） 深草キャンパス
4月2日（日） 大学・大学院 入学式（理工・社・農） 瀬田キャンパス
4月7日（金） 大学・校友会本部 新入生ふるさとタイム 深草キャンパス

5月 京都市支部 総会・懇親会 京都市・未定
5月 和歌山県・海南有田支部 総会・講演会・懇親会 湯浅町・かどや食堂
5月 寝屋川市役所支部（紫友会） 総会・懇親会 未定

5月20日（土） 阪神支部 設立1周年記念　龍谷大学　心の講座 神戸市・本願寺神戸別院
5月21日（日） 校友会本部 校友会賞授与式 深草キャンパス　顕真館
5月21日（日） 大学 創立記念降誕会 深草キャンパス
5月21日（日） 三重県支部 総会・懇親会 津市・ホテルグリンパーク津
5月24日（水） 矯正教化桐友会 総会・第１回研修会 大阪市・大阪弁護士会館
5月27日（土） 東京支部 総会・講演会・懇親会 東京・築地本願寺
5月27日（土） 大阪・中央支部 総会 大阪市・北御堂津村大ホール
5月28日（日） 大阪・北大阪支部 総会・懇親会 茨木市・茨木スカイレストラン

5月28日（日）（予定） 島根県支部 総会・懇親会 未定
6月 北海道支部 総会・懇親会 札幌市・未定
6月 東北支部 総会・講演会・懇親会 仙台市・仙台別院
6月 香川県支部 総会・講演会・懇親会 高松市・未定

6月3日（土） 神奈川県支部 総会・講演会・懇親会 横浜市・ワークピア
6月3日（土） 愛知県支部 総会・講演会・懇親会 名古屋市・ウインクあいち
6月3日（土） 高知県支部 総会・懇親会 高知市・高知サンライズホテル
6月10日（土） 兵庫県・丹篠支部 総会・懇親会 篠山市・ホロンピアホテル

6月中旬 宮崎県支部 総会・懇親会 宮崎市・本願寺宮崎別院

日　程 区　分 イベント内容 場所
6月17日（土） 福岡県・北豊支部 総会・講演会・懇親会・設立１周年記念コンサート 北九州市・リーガロイヤルホテル小倉
6月17日（土） 広島県支部 総会・懇親会 福山市・ニューキャッスルホテル

6月17日（土）or7月1日（土） 奈良県支部 総会・講演会・懇親会 未定
6月24日（土） 校友会本部 龍谷大学　心の講座 東京都・築地本願寺
6月24日（土） 岡山県支部 総会・講演会・懇親会 岡山市・ピュアリティーまきび

6月下旬 鳥取県支部 総会・講演会・懇親会 倉吉市・未定
6月～7月頃 大分県支部 総会・懇親会 別府市・別府亀の井ホテル（予定）
7月1日（土） 職業会計人グループ（RAS） 総会・研修会・講演会・業種別説明会・懇親会 深草キャンパス
7月8日（土） 岐阜県支部 総会・懇親会 岐阜市・グランヴェール岐山
7月8日（土） 福井県支部 総会・懇親会 福井市・福井パレスホテル

7月8日（土）or15日（土） 兵庫県・神明支部 総会・懇親会 未定
7月15日（土） 山口県支部 総会・記念講演会 周南市・ホテルサンルート徳山
7月22日（土） 鹿児島県支部 総会・懇親会 鹿児島市・ホテルセントコスモ
8月25日（金） 熊本県支部 総会・講演会・懇親会 熊本市・ホテルキャッスル（予定）
9月2日（土） 愛媛県支部 総会・講演会・懇親会 松山市・光月亭
9月9日（土） 兵庫県・丹篠支部 10周年記念事業 京都市・大宮・深草キャンパス、西本願寺他
9月16日（土） 兵庫県・姫路支部 総会・講演会・懇親会 姫路市・キャッスルホテル

9月中旬 石川県支部 総会・講演会・懇親会 金沢市・金沢ニューグランドホテル
10月21日（土） 法曹支部 総会・懇親会 深草キャンパス予定

龍谷大学校友会スケジュール→
http://www.ryukoku.ac.jp/alumni/event/index.html

　2 月 18 日「2016 年度異業種交流会＆女子会」を開催し
ました。会のはじめに 2016 年度龍谷特別賞を受賞された
寺尾文尚さんにご講演いただき、その後、懇親会へ。月
に一度「こう龍かい」（「こう」は交流の「交」と広島
の「広」の意味）と称して若手を中心に集まっています
が、その会に女性会員の参加が増えてきました。今回（21
回）の会も 32 名の参加で、そのうち 7 割は平成の卒業生。
facebook でのつながりもあり、懇親会で会えることでさらに

盛り上がります。今年
も「カープ観戦」で
も盛り上がりそう
で、広島県支部はま
すます元気に活動し
ていきます。
（支部長　神島 誠）若手会員の自己紹介
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２
千
５
百
年
前
に
誕
生
し

た
仏
教
は
、
今
も
多
く
の

人
々
の
心
の
糧
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
薬
師
寺

は
国
境
を
こ
え
、
お
釈
迦
さ

ま
の
教
え
を
広
め
て
い
く
発

信
基
地
の
役
割
を
担
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
仏
教
を
建
学
精
神
と

す
る
私
の
母
校
・
龍
谷
大
学

も
同
じ
で
す
。
卒
業
生
組
織

の
龍
谷
大
学
校
友
会
も
、
一

昨
年
か
ら
す
べ
て
の
人
々
に

仏
法
の
種
ま
き
を
と
い
う
願

い
の
も
と
に
、
京
都
を
中
心

に
、
全
国
で
「
心
の
講
座
」

を
開
い
て
い
ま
す
。
今
、
そ

し
て
未
来
の
た
め
に
、
仏
さ

ま
の
教
え
を
咲
か
せ
た
い

と
、
私
は
心
を
新
た
に
し
て

い
ま
す
。

龍
Ｒ
ｏ
ｎ
が
聞
く

「
仏
教
に
学
ぶ
」

薬
師
寺
っ
て
、

ど
ん
な
お
寺
？

　

１
９
９
１
年
経
営
学
部
を

卒
業
後
す
ぐ
、
家
業『
菊
水

鮓
』
に
就
く
こ
と
は
長
男
の

萩
野
良
平
さ
ん
に
と
っ
て
自

然
な
こ
と
だ
っ
た
。

　

回
転
寿
司
の
普
及
、
養
殖

技
術
の
発
展
で
「
鮓
」
の
食

べ
方
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き

た
。

　

ま
た
、
店
選
び
も
自
分
の

舌
で
判
断
す
る
の
で
は
な

く
、「
評
価
が
高
い
お
店
だ

か
ら
お
い
し
い
は
ず
」
と
、

人
の
情
報
に
左
右
さ
れ
、
頭

で
判
断
す
る
食
べ
方
に
変
わ

っ
て
き
た
。

　

そ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
明
石
で
し
か
味
わ
え
な

い
新
鮮
な
魚
介
類
を
、
い
か

に
生
で
よ
り
お
い
し
く
食
べ

て
も
ら
う
か
、
と
い
う
こ
と

に
向
き
合
う
日
々
。

　
「
明
治
30
年
創
業
の
“
明

石
の
銘
店
”
を
継
い
だ
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
は
、『
菊
水
鮓
』

に
対
す
る
お
客
様
の
満
足
度

に
対
す
る
責
任
感
か
ら
生
ま

れ
ま
す
」
と
萩
野
さ
ん
。

仏
教
に
学
ぶ

薬師寺管主
龍谷大学校友会会長

村上　太胤

村
上
太
胤（
む
ら
か
み・た
い
い
ん
）47
年
、

岐
阜
県
各
務
原
市
生
ま
れ
。56
年
、９
歳
で

薬
師
寺
に
入
山
し
、故・橋
本
凝
胤
師
に
師

事
。69
年
、龍
谷
大
学
文
学
部
仏
教
学
科

卒
業
。77
年
か
ら
薬
師
寺
執
事
。03
年
か

ら
執
事
長
、副
住
職
を
歴
任
。16
年
に
薬
師

寺
管
主
に
就
任
。薬
師
寺
岐
阜
別
院
住
職
、

薬
師
寺
ま
ほ
ろ
ば
塾
長
を
兼
務
。龍
谷
大

学
校
友
会
会
長
も
務
め
る
。著
書
に『
か
た

よ
ら
な
い　
こ
だ
わ
ら
な
い　
と
ら
わ
れ

な
い
―
般
若
心
経
の
力
』『
仏
法
の
種
ま

き
』（
い
ず
れ
も
講
談
社
刊
）。

編
集
後
記

菊水鮓

　

薬
師
寺
は
奈
良
の
興
福

寺
と
共
に
、
法ほ

っ
そ
う相
宗
の
大

本
山
で
す
。
法
相
宗
は
、

「
三
蔵
法
師
」
と
し
て
知

ら
れ
る
中
国
・
唐
の
玄げ

ん
じ
ょ
う奘

三
蔵
の
教
え
を
中
心
に
開

か
れ
ま
し
た
。

　

薬
師
寺
の
建
立
の
発
願

は
天
武
天
皇
に
よ
る
も
の

で
、
皇
后
（
後
の
持
統
天

皇
）
の
病
気
平
癒
を
願
っ

て
の
も
の
で
し
た
。
し
か

し
天
武
天
皇
は
崩
御
さ

れ
、
そ
の
遺
志
を
つ
い
だ

持
統
天
皇
が
薬
師
寺
の
造

営
に
着
手
さ
れ
、
６
９
７

　

私
が
薬
師
寺
の
小
僧
と
し

て
修
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、９
歳
の
と
き
で
し
た
。

「
お
坊
さ
ん
に
な
っ
た
ら
、

い
つ
も
饅
頭
が
食
べ
ら
れ
る

ぞ
」
と
い
う
言
葉
に
釣
ら
れ

た
の
で
し
ょ
う
ね
。

　

師
匠
の
橋
本
凝ぎ

ょ
う
い
ん胤

師
は
弟

子
だ
け
で

な
く
ご
自

分
に
も
厳

し
く
、
肉

や
魚
を
口

に
せ
ず
、

お
酒
も
呑
ま
ず
、
妻
帯
せ
ず

と
い
う
、
奈
良
仏
教
の
伝
統

の
塊
の
よ
う
な
方
で
し
た
。

そ
し
て
、
橋
本
凝
胤
師
の
思

い
を
引
き
継
ぎ
、
ひ
た
す
ら

薬
師
寺
の
復
興
に
つ
と
め
ら

れ
た
の
が
、
兄
弟
子
に
あ
た

る
高
田
好こ

う
い
ん胤
師
（
46
年
文
卒・

98
年
に
龍
谷
賞
）
で
し
た
。

今
、
私
が
あ
る
の
は
、
こ
の

お
二
人
の
お
か
げ
だ
と
、
言

葉
に
尽
く
せ
ぬ
ほ
ど
の
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱい
で
す
。

仏
教
の
三
つ
の
旗
印

　

も
と
も
と
仏
教
と
い
う
花

を
咲
か
せ
、
教
え
の
種
を
つ

く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
、
お

釈
迦
さ
ま
で
す
。
そ
の
素
晴

ら
し
い
教
え
の
種
を
、
遠
く

ま
で
運
ん
で
い
く
の
が
、
私
た

ち
僧
侶
の
役
割
で
す
。
ま
た
、

種
を
運
ん
で
い
く
だ
け
で
な

く
、
種
の
成
育
の
環
境
を
整

え
て
、
き
ち
ん
と
芽
が
出
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

お
釈
迦
さ
ま
の
お
悟さ

と

り
を
、

「
三さ

ん
ぽ
う
い
ん

法
印
」
と
い
う
言
葉
で

表
し
ま
す
。「
諸し

ょ
ぎ
ょ
う行
無む

じ
ょ
う常
」（
す

べ
て
の
も
の
は
移
り
変
わ
っ
て

い
く
）、「
諸し

ょ
ほ
う法
無む

が我
」（
す

べ
て
の
も
の
に
は
永
遠
と
い
う

実
体
が
な
い
）、「
涅ね

は
ん槃
寂じ

ゃ
く
じ
ょ
う静
」

（
悟
り
の
世
界
は
や
す
ら
ぎ

で
あ
る
）
と
い
う
、
仏
教
の

三
つ
の
旗

印
で
す
。

　

私
た
ち

が
変
わ
る

こ
と
は
な

い
と
思
っ

て
い
て
も
、
永
遠
不
変
で
あ

る
と
い
う
も
の
は
、
こ
の
世
で

何
ひ
と
つ
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
私
た
ち
の
身
の
ま
わ

り
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
は
、
す
べ
て
「
縁
」
で
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
「
縁
起
」

の
考
え
方
で
す
。

「
布
施
」
の
心
と
は

　

ま
た
お
釈
迦
さ
ま
は
、
私

た
ち
生
き
と
し
生
け
る
も
の

を
苦
悩
か
ら
救
う
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
教
え
を
、
お
説
き

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ひ
と

つ
が
「
六ろ

く
は波
羅ら

み
つ蜜
」
で
す
。

六
つ
の
行
い
を
実
践
す
る
こ

と
で
、
お
釈
迦
さ
ま
の
智
慧

と
悟
り
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

　

そ
の
六
つ
の
行
い
の
第
一

番
目
が
、「
布
施
」で
す
。「
布
」

と
は
衣
類
の
布
で
は
な
く
、

「
あ
ま
ね
く
」
と
い
う
意
味

で
す
。
つ
ま
り
「
布
施
」
と

は
、
あ
ま
ね
く
施
し
を
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。そ
し
て
、

金
品
を
提
供
す
る
こ
と
を

「
財ざ

い
せ施
」、
仏
さ
ま
の
教
え
や

心
を
施
す
こ
と
を
、「
法ほ

っ
せ施
」

と
い
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
布
施
を
す
る
と

き
に
、
も
っ
と
も
大
切
な
心

は
、
見
返
り
を
求
め
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
布
施
は
一

方
通
行
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
「
二に

り利
同ど

う
じ時
」
と
い

い
ま
す
。
自
分
が
幸
せ
に
な

る
た
め
に
は
、
ま
ず
他
の
人

を
幸
せ
に
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
考
え
方
で
す
。

自
分
と
他
人
が
同
時
に
幸
せ

に
な
る
た
め
に
、
布
施
の
実

践
が
あ
る
の
で
す
。

　
『
般は

ん
に
ゃ若
心し

ん
ぎ
ょ
う経
』
の
注
釈
書

『
大だ

い
ち
ど
ろ
ん

智
度
論
』
に
は
、
自
分

の
財
を
他
に
与
え
る
こ
と
を

「
布
」
と
い
い
、
お
の
れ
を

捨
て
て
人
に
恵
む
こ
と
を
、

「
施
」
と
い
う
と
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
財
が
な
い
か
ら
と

い
っ
て
布
施
を
怠
っ
て
は
な

ら
な
い
と
説
か
れ
て
い
ま

す
。
た
と
え
財
が
な
く
て
も

心
身
を
通
し
て
施
せ
る
も

の
が
、「
無む

ざ
い財
の
七し

ち

施せ

」
で

す
。「
眼げ

ん
せ施
」
＝
優
し
い
ま

な
ざ
し
、「
和わ

げ

ん

せ

顔
施
」
＝
笑

顔
、「
愛あ

い

ご

せ

語
施
」
＝
い
た
わ

り
の
言
葉
づ
か
い
、「
身し

ん
せ施
」

＝
身
を
捨
て
る
ほ
ど
に
与
え

る
。「
心し

ん
せ施
」
＝
人
へ
の
心

く
ば
り
、「
牀し

ょ
う
ざ
せ

座
施
」
＝
席

を
ゆ
ず
る
、「
房ぼ

う
し
ゃ
せ

舎
施
」
＝

宿
を
提
供
す
る
―
―
こ
れ
ら

を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
人

に
喜
び
を
与
え
、
自
分
の
心

も
豊
か
に
な
る
。
つ
ま
り
、

「
無
財
の
七
施
」
を
実
践
す

る
こ
と
で
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
、
お
釈
迦
さ
ま
の
種

ま
き
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

年
に
ご
本
尊
の
開
眼
供
養

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
城
遷
都
に

よ
り
７
１
８
年
、
飛
鳥
か

ら
西
ノ
京
の
現
在
地
に
移

転
し
て
い
ま
す
。

　

境
内
に
は
東
塔
（
現
在

修
復
中
）
や
金
堂
の
薬
師

三
尊
像
な
ど
の
国

宝
を
は
じ
め
、
多

く
の
重
要
文
化
財

の
施
設
や
仏
像
が

あ
り
、
98
年
に
ユ

ネ
ス
コ
の
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。

萩野さん

「菊水鮓」カウンター席

「
無む

財ざ
い

の
七し

ち

施せ

」

誰
に
で
も
で
き
る
仏
教
の
実
践

創業明治30年

「
江
戸
前
」
な
ら
ぬ
「
明
石

ス
タ
イ
ル
」
の
鮓
と
し
て
、

下
準
備
に
か
か
る
表
情
は
職

人
の
顔
に
。

　
「
味
付
け
を
し
て
旨
味
を

出
す
の
で
は
な
く
、
新
鮮
な

ま
ま
で
素
材
の
旨
味
を
引
き

立
て
る
。
私
の
考
え
る
“
明

石
ス
タ
イ
ル
”
で
す
」
と
。

　

学
生
時
代
は
オ
ー
ル
ラ
ウ

ン
ド
サ
ー
ク
ル（
ダ
デ
ィ,
S
）

に
所
属
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン

キ
ャ
ン
プ
で
知
り
合
っ
た
友

人
た
ち
、
共
に
今
も
続
く
一

生
の
付
き
合
い
に
な
る
出
会

い
を
龍
大
時
代
に
得
た
。
鮓

職
人
と
し
て
は
鮓
修
行
以
外

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

明
石
が
誇
る
新
鮮
な
魚
介

を
さ
ら
に
お
い
し
く
味
わ
え

る
『
菊
水
鮓
』
は
、Ｊ
Ｒ
「
明

石
」
駅
か
ら
徒
歩
５
分
、
有

名
な
明
石
の
「
魚
の
棚
」
か

ら
徒
歩
３
分
。

　

１
８
９
９
年
（
明
治
32
年
）

に
大
学
林
同
窓
会
が
発
足
し
て
、

１
１
５
年
目
の
２
０
１
４
年
よ
り

「
校
友
会
設
立
１
１
５
周
年
記

念
事
業
」
が
３
年
間
に
わ
た
り

実
施
さ
れ
た
。

　

ま
ず
は
同
年
４
月
に
京
都
駅

前
に
「
龍
谷
大
学
響
都
ホ
ー
ル 

校
友
会
館
」
が
誕
生
。

　

５
月
に
は
龍
谷
大
学
女
子
会

「
龍
Ｒｏｎ
小
町
」
が
発
足
。

　

さ
ら
に
同
月
、
校
友
会
館
開

設
に
伴
い
「
龍
谷
大
学　

心
の

講
座
」
を
開
講
。
そ
の
後
、
京

都
を
中
心
に
全
国
展
開
の
事
業

に
発
展
し
、
１
万
１
千
人
の
聴

衆
を
魅
了
し
た
。

　
２
０
１
６
年
に
は
龍
谷
大
学
の

歴
史
的
事
象
に
つい
て
分
か
り
や

す
く
解
説
を
し
た
記
念
誌
「
龍

谷
大
学
の
誇
り
」
が
発
行
さ
れ
、

３
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
「
全

国
校
友
大
会
in
大
阪
」
に
は

１
千
５
百
名
も
の
校
友
が
集
結

し
た
。
そ
の
時
の
写
真
を
レ
イ
ア

ウ
ト
し
た
新
聞
の一
面
広
告
は
、

大
学
の
同
窓
会
組
織
と
し
て
は

例
を
み
な
い
ス
ケ
ー
ル
と
内
容
で

「
龍
谷
大
学
校
友
会
」
を
全
国

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
「
心
の
講
座
」
の
終
わ
り
に
あ

た
っ
て
、
村
上
会
長
の
感
謝
の
言

葉
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
２
０
１
４
年
か
ら
始
ま
り
、
３

カ
年
の
予
定
で
実
施
し
て
き
た

「
龍
谷
大
学 

心
の
講
座
」
で
す

が
、
校
友
会
に
携
わ
る
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
な
け
れ

ば
実
現
し
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
も
っ

て
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
お
迎
え

い
た
だ
く
「
心
」
が
ご
来
場
者

に
伝
わ
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
内
容
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
で
す
が
、
お
迎
え
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ま
の
「
心
」
に
触
れ
る

こ
と
も
含
め
て
「
龍
谷
大
学　

心
の
講
座
」
へ
多
く
の
方
が
ご
参

加
下
さ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ま
方

の
ご
尽
力
に
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
る
と
共
に
、
こ
の
３
年
間

で
得
た
こ
と
を
大
切
に
し
て
今

後
の
校
友
会
活
動
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
』　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
米
田
禎
孝
）

の
経
験
を
積
ん
だ
龍
大
時

代
。

　

今
の
時
代
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
、
お
客
様
の
求
め
る
こ

と
を
考
え
る
習
慣
は
、
経
営

学
部
で
学
ん
だ
「
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
論
」
が
今
の
仕
事
に

四
代
目
店
主
と
し
て
守
る

一
軒
の
暖
簾
と

「
明
石
ス
タ
イ
ル
」
の
鮓

菊水鮓
〒 673-0885 兵庫県明石市桜町 11-6 
TEL 078-911-3513
JR 明石駅を南へ・国道 2 号線沿いのアスピア向かい

【平 日】　11: 00 ～ 14: 00
　　　　　  17: 00 ～ 21: 00（L.O. 20 : 30） 

【土 日 祝】　11:00 ～ 21:00（L.O. 20 : 30）
http://kikusui-sushi.net/

穴子棒ずし

にぎり寿司

薬師如来


